




いる日本企業とは、 系列（いわゆる「ダミー」 ）経由も含め一切取り引きしない 周四条件）と中国側が突然宣告したことにより、日本の大手商社は中国貿易から手を引かざるをえなくなった。伊藤忠商事も中国から人員を引き上げ、藤野文晤氏も本社海外統括部に戻り鬱々とした日々を送っていた。しかし、中国貿易にかけた思いは絶ち難く、瀬島龍三業務本部長（専務）に周四条件の受け入れを突然直訴した。専務からの呼び出　
当時藤野氏は三十三歳の平社員。業務上直
接の接点はない専務のところへ行き、伊藤忠が持っている中国との商権をここで捨てるのはもったいない、何 かならない と訴え専務 一通り話を聞いてくれたが、 「台湾韓国、ベトナムとの商売もたくさんある。それを全部捨てなければ中国には行け いとうのであれば、 それはできない」 の返事だった。予想通りだった 、それ以上何も言えず引き下がるしかなかった。　
ところが翌七一年の正月明け、突然専務か
ら呼び出しを受ける。 「自分は中国のことを勉強したい。中国の政治、経済、外交、日中関係、貿易は？もし中国と仕事をするんだったらどんな仕事があるのか、レポートをくれ。十七、 八枚で。あと中国 自動車産業も。 」　
普段から考えていたことばかりだったの










を外しての話となった。 「越後社長は中国復帰工作をやりたいと。他言無用。君は本日ただいまより、 自分の指示を受けて動け」 と。社長、専務、藤野氏三人だけの極秘プロジェクトであり、直属の上司である課長や部長にも気づかれないようこ 仕事の時だけ別室に移り、書類は自分のロッカーに鍵をかけて保管した　
専務は国交正常化のＸデーを一年後の七二年
と勝手に定め、七二年春の交易会に伊藤忠が参加するという目標を設定した。そ 別室に大きな方眼紙を持ち込み、 人で縦軸と横軸に時間とやるべきことを全て書き込んでいった。国内での政治工作もあれば、台湾、韓国との関係、友好商社対策、 もちろん中国本土への働きかけ、また日中貿易のパイプ役である 際貿易促進協会（国貿促）に依頼することもいろいろある。　
しかし、中国情報ルートは友好商社か 貿
促しかない。そこで藤野氏は香港に乗り込んでの情報収集を専務に申し出る。当時、中国の西側に対する観測気球は全て香港で揚げられ、香港 新聞には玉石混交ながら中国情報があふれていた。 また交易会 付き合いのあった香港華僑も有力な情報源になると踏んだ　
三月、藤野氏は香港へ飛び、香港支店にも

































国室を急きょ作り、 中国側が受け入れた場合には、ターゲットである七二年三月の交易会に戸崎誠喜副社長を団長にミッションを派遣す 方向で準備していた。副社長は米国畑な で台湾との関係が薄いことも考慮した。そんな 、木村氏から中国側は伊藤忠が自分の名前で中国と取引することを認めるという話が飛び込んできた。 ただし、社長の訪中 条件だ いう。これが木村氏の考えなのか、 国側の話なのかよく分からなかったが、驚天動地だった。それまで日本の大手商社がどこもでき かった ビジネスを初めてダミーを使わずにできるようになるとは想像できなかった。あとは社長に訪中の覚悟を決めて らうない。専務から社長に説得してもらい、社長が団長で訪中することが決まった。社長訪中とビジネス再開　
二月末のニクソン大統領の歴史的訪中から間
もない三月初め、伊藤忠訪中団は香港、広州経由で北京に向かった。一行は社長以下七名 藤野氏も通訳兼秘書として末席に加わった。は戦前八年間、山東省の青島事務所長を務めていたが、今回は社内での慎重意見を振り切 ての社運をかけた訪中であり、首尾よく運ぶか最後まで不安だったようだ。北京空港に到着すると対外貿易部要人の出迎えが 国賓級が宿泊する北京飯店に案内されたこと 交渉への不安は多少後退し 。　
翌日、北京飯店内で事前に準備しておいた
社長のメッセージを伝え、 対外貿易部から「伊
藤忠が中国へ来ることを大いに歓迎する、頑張ってやってください」と言われた。社長はまだ半信半疑のようで「何か書いたものをもらわんでええのか」と言い、中国側は大笑いして「我々がここで申し上げた はお墨付きなんていりません。ちゃんと友好商社です」と。 社長は本来その年六月で退任する予定だったが、この件もあって一 先延ばしにした。　
四月の広州交易会は他社を圧倒。それまで







催された世界卓球選手権大会 、文革開始後初めて参加し 中国は米国選手団を北京に招待し、関係改善のシグナルを送った。  ＬＴ貿易事務所：日中間に正式な国交がない
中、 「日中長期総合貿易 関する覚書」 （通称ＬＴ協定、一九六二年）に基づいて相互に設置された連絡事務所。
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